
冬号

　
立
春
と
は
い
い
な

が
ら
ま
だ
ま
だ
寒
さ

が
き
び
し
い
日
々
が

続
い
て
お
り
ま
す
。

　
さ
て
、
12
月
定
例

会
閉
会
後
、
２
回
の

議
会
だ
よ
り
編
集
委

員
会
を
重
ね
、
本
号

を
お
手
元
に
お
届
け

す
る
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。

　
定
例
会
に
お
け
る
一
般
質
問
で
は
、

産
業
、
教
育
、
福
祉
等
多
分
野
に
渡

り
多
く
の
質
疑
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
今
年
は
、「
第
６
次
都
留
市
長

期
総
合
計
画
」
前
期
３
年
の
最
終
年

度
で
あ
り
、
中
期
４
年
の
基
本
計
画

の
策
定
に
入
る
重
要
年
度
で
も
あ
り

ま
す
。

　
次
世
代
の
新
し
い
産
業
が
次
々
に

産
み
出
さ
れ
、
仮
想
通
貨
の
様
な
新

し
い
経
済
が
展
開
、
人
口
減
少
の
問

題
が
喫
緊
課
題
で
あ
る
今
、
将
来
に

向
け
た
議
会
の
仕
組
み
、
在
り
方
を

模
索
し
て
行
か
ね
ば
な
ら
な
い
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。編

集
委
員
　
奥
秋
　
保
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10月

11月

12月

議 会 日 誌

  1日（日）

  4日（水）
  6日（金）
13日（金）

15日（日）

18日（水）
19日（木）
24日（火）
26日（木）

27日（金）

31日（火）

  2日（木）
  3日（金）
  7日（火）
  8日（水）

第20回都留市いきいきフェスティバル
2017式典
議会だより編集委員会（第１回）
埼玉県日高市議会行政視察研修
山梨県市議会議長会正副会長・事務局長
会議
第42回都留市消防団員総合訓練大会
第2回リニアと翔る都留ロードレース大会
第39回都留市合唱祭
議会だより編集委員会（第2回）
第258回山梨県市議会議長会定期総会
大分県臼杵市議会行政視察研修
栃木県野木町議会行政視察研修
都留市民生委員推薦会
山梨県後期高齢者医療広域連合議会定
例会
全国高速自動車道市議会協議会第１回理
事会
長野県宮田村議会行政視察研修

山梨県体育功労者賞受賞祝賀会
都留市文化祭式典並びに表彰式
千葉県山武市議会行政視察研修
全国市議会議長会第103回評議員会

  8日（水）
11日（土）
13日（月）

14日（火）

15日（水）
16日（木）
17日（金）
20日（月）

27日（月）
29日（水）

  5日（火）
  7日（木）
18日（月）
20日（水）

22日（金）

28日（木）

岩手県矢巾町議会行政視察研修
都留市文化協会創立６０年記念式典
都留市長選挙・市議会議員補欠選挙当選
証書授与式
議会運営委員会
全員協議会
一部事務組合下田メディカルセンター議
員研修
議会運営委員会視察研修会（～16日）
都留市戦没者慰霊祭
都留市青少年健全育成推進大会
地方自治法施行７０周年記念式典及びシ
ンポジウム
山梨県東部広域連合議会11月定例会
大月都留広域事務組合議会11月定例会

◎議会運営委員会/◎全員協議会
◎12月定例会 開会
◎一般質問
◎総務産業建設常任委員会
◎社会厚生常任委員会
◎議会運営委員会/◎全員協議会
◎12月定例会 閉会
議会改革特別委員会
仕事納め式

この議会だよりは、環境保護のため、
再生紙、大豆インクを使用しています。

人 事 案 件
　12月22日の本会議で、人権擁護委員の推薦につい
て諮問が上程され、満場一致で同意されました。

●人権擁護委員　　　　与　縄　　谷内　正章
　　　　　　　　　　　戸　沢　　志村　絹子
　　　　　　　　　　　中　央　　餌取　一成

行政視察研修 他……  2～3
市長所信表明……………4
一般質問……………5～13

各委員会審査 …………14
定例会議決結果 他 ……15
議会日誌 他 ……………16

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

委
員
長
　
天
野
　
利
夫

副
委
員
長
　
鈴
木
　
孝
昌

委
　
員
　
小
俣
　
武

委
　
員
　
国
田
　
正
己

委
　
員
　
奥
秋
　
保

議会だより編集委員会

3月定例会日程（予定）

●開　　会 3月  1日（木）
●一般質問 3月12日（月）、13日（火）
●閉　　会 3月23日（金）

次期定例会及び請願提出について

請願提出締切日（予定）●2月26日（月）

十
日
市
場
「
さ
い
の
神
」



つる市議会だより　23　つる市議会だより　

市議会議員補欠選挙　当選議員の紹介

　平
成
29
年
11
月
15
日
（
水
）

　

 

●
千
葉
県
山
武
市

　議
会
改
革
に
つ
い
て

　山
武
市
は
、
平
成
18
年
3
月
27
日

に
成
東
町
、
山
武
町
、
蓮
沼
村
、
松

尾
町
の
3
町
1
村
が
合
併
し
誕
生
し

ま
し
た
。
山
武
市
議
会
で
は
、
こ
れ

ま
で
議
会
改
革
検
討
委
員
会
や
議
会

改
革
特
別
委
員
会
を
設
置
し
、
議
会

機
能
の
充
実
や
議
会
の
活
性
化
な
ど

の
改
革
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

〜
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
導
入
〜

導
入
目
的

◆
業
務
の
効
率
化

　会
議
シ
ス
テ
ム
導
入
に
よ
る
ペ
ー

パ
ー
レ
ス
で
の
会
議
運
営

◆
議
会
内
の
情
報
伝
達
の
迅
速
性

　郵
送
、
F
a
x
に
よ
る
連
絡
手
段

か
ら
電
子
メ
ー
ル
へ

◆
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
に
よ
る
経
費
削
減

紙
及
び
印
刷
に
要
す
る
人
件
費
等

の
削
減
、
ご
み
排
出
量
の
削
減

◆
災
害
情
報
の
伝
達
等
へ
の
利
用

　災
害
時
の
連
絡
手
段
・
被
災
写
真

の
送
信
等
を
想
定
（
実
際
の
運
用

は
こ
れ
か
ら
）

導
入
結
果

◆
電
子
メ
ー
ル
に
よ
る
情
報
伝
達

　郵
送
や
F
a
x
に
比
べ
通
知
な
ど

の
即
時
伝
達
が
可
能
で
、
経
費
削

減
や
F
a
x
送
信
に
か
か
る
時
間

及
び
送
信
エ
ラ
ー
の
心
配
も
な
く

な
っ
た
。

◆
会
議
シ
ス
テ
ム
の
運
用

　資
料
を
ク
ラ
ウ
ド
へ
保
管
し
、
各

議
員
が
ア
ク
セ
ス
し
て
閲
覧
で
き

る
会
議
シ
ス
テ
ム
を
運
用
す
る
こ

と
で
、
原
則
、
紙
資
料
の
配
布
を

無
く
し
た
。
各
議
員
に
よ
り
活
用

状
況
に
差
は
あ
る
が
、
議
員
活
動

の
ツ
ー
ル
と
し
て
積
極
的
に
活
用

さ
れ
て
い
る
。

　　山
武
市
議
会
で
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
中
継
も
行
い
、
積
極
的
に
開
か
れ

た
議
会
を
目
指
し
て
い
る
と
の
こ
と

で
し
た
。
議
会
の
在
り
方
に
つ
い

て
、
山
武
市
議
会
の
方
向
性
を
視
察

し
て
き
ま
し
た
が
、
都
留
市
議
会
な

ら
で
は
の
議
会
改
革
、
広
報
活
動
や

定
数
問
題
を
そ
れ
ぞ
れ
の
議
員
が
よ

く
考
え
、
都
留
市
の
事
情
に
応
じ

た
、
都
留
市
議
会
と
し
て
の
活
動
の

必
要
性
を
強
く
感
じ
ま
し
た
。

・
平
成
21
年
12
月
7
日
議
会
改
革
検

討
委
員
会
設
置

　議
員
定
数
削
減
に
つ
い
て
（
18
名

か
ら
16
名
）
を
検
討
、
議
論
は
賛

成
・
反
対
の
意
見
が
出
さ
れ
、
採

決
に
は
至
ら
ず
。

・
平
成
23
年
3
月
定
例
会
（
平
成
23

年
3
月
25
日
）

　議
員
発
議
に
よ
り
「
勝
浦
市
議
会

の
議
員
の
定
め
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い

て
」
を
上
程
、
賛
成
反
対
同
数
に

つ
き
、
議
長
採
決
に
よ
り
否
決
。

・
平
成
23
年
6
月
24
日
議
会
改
革
検

討
委
員
会
設
置

　開
か
れ
た
議
会
を
目
指
し
9
名
の

委
員
を
選
出
し
、
議
員
定
数
削
減

に
つ
い
て
検
討
。
「
市
の
財
政
、

人
口
減
少
の
傾
向
か
ら
減
員
す
べ

き
」
と
の
意
見
と
「
定
数
を
減
ら

す
と
民
意
の
反
映
が
難
し
く
な
る

た
め
現
状
維
持
す
べ
き
」
と
の
意

見
が
平
行
線
と
な
り
、
決
を
採
っ

た
結
果
議
員
定
数
2
名
減
を
委
員

主
な
改
革

考

　
　察

考

　
　察

都留市議
会
視察研修

レポート

山武市議会にて

会
と
し
て
の
結
論
と
し
た
。
こ
れ

を
全
員
協
議
会
で
報
告
し
た
と
こ

ろ
、
賛
成
多
数
と
な
り
、
次
回
の

選
挙
か
ら
定
数
を
16
名
と
す
る
改

正
条
例
を
平
成
26
年
3
月
定
例
会

に
提
出
し
、
可
決
さ
れ
た
。

・
平
成
27
年
6
月
12
日
議
会
改
革
検

討
委
員
会
設
置

　委
員
数
は
6
名
、
議
員
定
数
、
議

員
報
酬
や
手
当
に
つ
い
て
検
討
し

た
が
、
具
体
的
な
検
討
に
は
至
ら

ず
。

・
平
成
29
年
6
月
12
日
議
会
改
革
検

討
委
員
会
改
選

　前
検
討
委
員
会
に
よ
り
、
任
期
2

年
を
定
め
る
。

　議
員
定
数
（
減
）
、
議
員
報
酬
及

び
手
当
（
増
額
）
に
つ
い
て
検
討

し
て
い
く
予
定
。

　勝
浦
市
の
人
口
減
少
は
自
然
減
と

は
い
え
深
刻
な
状
況
で
、
こ
れ
に
伴

う
議
会
改
革
と
し
て
議
員
定
数
削
減

や
報
酬
の
見
直
し
な
ど
に
取
り
組
ん

で
き
た
と
の
こ
と
で
し
た
。

　こ
の
勝
浦
市
議
会
で
の
議
員
定
数

削
減
の
手
順
や
議
員
報
酬
の
増
減
問

題
な
ど
を
参
考
に
し
て
、
人
口
減
少

傾
向
に
あ
る
本
市
に
お
い
て
も
、
議

員
定
数
や
議
員
報
酬
な
ど
の
あ
り
か

た
に
つ
い
て
、
首
都
圏
エ
リ
ア
や
近

隣
市
議
会
の
動
向
を
見
定
め
な
が
ら

継
続
的
に
検
討
し
て
い
く
こ
と
が
重

要
で
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

◎千葉県山武市議会
　　「議会改革について」
◎千葉県勝浦市議会
　　「議員定数削減の経過について」

研修地・研修内容　

人
口
減
少
と

議
員
定
数
削
減
の
経
過

　昨年12月、都留市議会議事堂の傍聴席がリニューアルされ、

明るく、清潔感のある傍聴席へと生まれ変わりました。

　傍聴は、市議会活動にふれる最も身近な方法です。本会議で

は、議案に対する質疑、市政に関する一般質問など、市民の皆様

の生活に直接関わる重要な問題について、活発な議論が交わさ

れます。市政への理解を深めていただくためにも、市議会の傍聴

をしてみませんか。

　都留市議会は皆様の傍聴を心よりお待ちしています。

　市民の皆様こんにちは。50歳の新人ではございますが、これからの都留
市を皆様と共に考え、行動していきたいと思います。秋には都留市立病院の
産科分娩が再開されます。人口減少に歯止めをかけ、これからの都留市発
展のために「いいのもは良い。わるいものは悪い」と是々非々で活動をして参
ります。町で見かけた際には、お気軽にお声掛けをいただければ幸いです。

　平
成
29
年
11
月
16
日
（
木
）

　●
千
葉
県
勝
浦
市

勝浦市議会にて

都留市役所3階　議場の傍聴席

千 葉 県

志村　武彦 議員（議席1番）

平成29年11月12日執行

～議会運営委員会　行政視察研修～～議会運営委員会　行政視察研修～

経

　
　過

平成15年4月27日

平成19年4月22日

平成23年4月24日

平成27年4月26日

平成29年10月末

23,050人

21,906人

20,549人

19,299人

18,117人

22人

18人

18人

16人

人口（前年度末） 議員定数選　挙

議員定数の推移

山武市

勝浦市

傍聴席がリニューアル！！
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性
を
強
く
感
じ
ま
し
た
。

・
平
成
21
年
12
月
7
日
議
会
改
革
検

討
委
員
会
設
置

　議
員
定
数
削
減
に
つ
い
て
（
18
名

か
ら
16
名
）
を
検
討
、
議
論
は
賛

成
・
反
対
の
意
見
が
出
さ
れ
、
採

決
に
は
至
ら
ず
。

・
平
成
23
年
3
月
定
例
会
（
平
成
23

年
3
月
25
日
）

　議
員
発
議
に
よ
り
「
勝
浦
市
議
会

の
議
員
の
定
め
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い

て
」
を
上
程
、
賛
成
反
対
同
数
に

つ
き
、
議
長
採
決
に
よ
り
否
決
。

・
平
成
23
年
6
月
24
日
議
会
改
革
検

討
委
員
会
設
置

　開
か
れ
た
議
会
を
目
指
し
9
名
の

委
員
を
選
出
し
、
議
員
定
数
削
減

に
つ
い
て
検
討
。
「
市
の
財
政
、

人
口
減
少
の
傾
向
か
ら
減
員
す
べ

き
」
と
の
意
見
と
「
定
数
を
減
ら

す
と
民
意
の
反
映
が
難
し
く
な
る

た
め
現
状
維
持
す
べ
き
」
と
の
意

見
が
平
行
線
と
な
り
、
決
を
採
っ

た
結
果
議
員
定
数
2
名
減
を
委
員

主
な
改
革

考

　
　察

考

　
　察

都留市議
会
視察研修

レポート

山武市議会にて

会
と
し
て
の
結
論
と
し
た
。
こ
れ

を
全
員
協
議
会
で
報
告
し
た
と
こ

ろ
、
賛
成
多
数
と
な
り
、
次
回
の

選
挙
か
ら
定
数
を
16
名
と
す
る
改

正
条
例
を
平
成
26
年
3
月
定
例
会

に
提
出
し
、
可
決
さ
れ
た
。

・
平
成
27
年
6
月
12
日
議
会
改
革
検

討
委
員
会
設
置

　委
員
数
は
6
名
、
議
員
定
数
、
議

員
報
酬
や
手
当
に
つ
い
て
検
討
し

た
が
、
具
体
的
な
検
討
に
は
至
ら

ず
。

・
平
成
29
年
6
月
12
日
議
会
改
革
検

討
委
員
会
改
選

　前
検
討
委
員
会
に
よ
り
、
任
期
2

年
を
定
め
る
。

　議
員
定
数
（
減
）
、
議
員
報
酬
及

び
手
当
（
増
額
）
に
つ
い
て
検
討

し
て
い
く
予
定
。

　勝
浦
市
の
人
口
減
少
は
自
然
減
と

は
い
え
深
刻
な
状
況
で
、
こ
れ
に
伴

う
議
会
改
革
と
し
て
議
員
定
数
削
減

や
報
酬
の
見
直
し
な
ど
に
取
り
組
ん

で
き
た
と
の
こ
と
で
し
た
。

　こ
の
勝
浦
市
議
会
で
の
議
員
定
数

削
減
の
手
順
や
議
員
報
酬
の
増
減
問

題
な
ど
を
参
考
に
し
て
、
人
口
減
少

傾
向
に
あ
る
本
市
に
お
い
て
も
、
議

員
定
数
や
議
員
報
酬
な
ど
の
あ
り
か

た
に
つ
い
て
、
首
都
圏
エ
リ
ア
や
近

隣
市
議
会
の
動
向
を
見
定
め
な
が
ら

継
続
的
に
検
討
し
て
い
く
こ
と
が
重

要
で
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

◎千葉県山武市議会
　　「議会改革について」
◎千葉県勝浦市議会
　　「議員定数削減の経過について」

研修地・研修内容　

人
口
減
少
と

議
員
定
数
削
減
の
経
過

　昨年12月、都留市議会議事堂の傍聴席がリニューアルされ、

明るく、清潔感のある傍聴席へと生まれ変わりました。

　傍聴は、市議会活動にふれる最も身近な方法です。本会議で

は、議案に対する質疑、市政に関する一般質問など、市民の皆様

の生活に直接関わる重要な問題について、活発な議論が交わさ

れます。市政への理解を深めていただくためにも、市議会の傍聴

をしてみませんか。

　都留市議会は皆様の傍聴を心よりお待ちしています。

　市民の皆様こんにちは。50歳の新人ではございますが、これからの都留
市を皆様と共に考え、行動していきたいと思います。秋には都留市立病院の
産科分娩が再開されます。人口減少に歯止めをかけ、これからの都留市発
展のために「いいのもは良い。わるいものは悪い」と是々非々で活動をして参
ります。町で見かけた際には、お気軽にお声掛けをいただければ幸いです。

　平
成
29
年
11
月
16
日
（
木
）

　●
千
葉
県
勝
浦
市

勝浦市議会にて

都留市役所3階　議場の傍聴席

千 葉 県

志村　武彦 議員（議席1番）

平成29年11月12日執行

～議会運営委員会　行政視察研修～～議会運営委員会　行政視察研修～

経

　
　過

平成15年4月27日

平成19年4月22日

平成23年4月24日

平成27年4月26日

平成29年10月末

23,050人

21,906人

20,549人

19,299人

18,117人

22人

18人

18人

16人

人口（前年度末） 議員定数選　挙

議員定数の推移

山武市

勝浦市

傍聴席がリニューアル！！
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一 般 質 問一 般 質 問一 般 質 問

12
月
定
例
会
で
は
８
人
の
議
員
が
、
市
の
一
般
事

務
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

議
会
だ
よ
り
で
は
、
質
問
と
答
弁
の
要
旨
を
お
伝

え
し
ま
す
。

全
文
記
録
に
つ
い
て
は
会
議
録
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

会
議
録
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
市
立
図
書
館
及
び

都
留
文
科
大
学
図
書
館
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

道の駅つる

①
「
生
涯
活
躍
の
ま
ち
（
C
C
R
C
）
事
業
」

　
　
下
谷
地
区
の
「
単
独
型
居
住
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」、
そ
の
敷

地
内
の
「
地
域
交
流
拠
点
施
設
」、
都
留
文
科
大
学
に
隣
接

す
る
エ
リ
ア
の
「
複
合
型
居
住
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
つ
い
て
、

今
後
も
整
備
を
進
め
ま
す
。

　
　
さ
ら
に
、
地
場
産
業
の
再
興
を
目
指
し
、
製
造
業
・
町

工
場
に
お
け
る
モ
ノ
の
開
発
促
進
や
異
業
種
連
携
を
含
む

新
た
な
産
業
の
創
出
、
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
の
導
入
活
用
な
ど

の
可
能
性
も
探
っ
て
い
き
た
い
。

②
農
林
産
物
直
売
所
（
道
の
駅
）
を
核
と
し
た
地
域
活
性
化

　
　「
道
の
駅
つ
る
」
の
オ
ー
プ
ン
以
降
、
農
業
は
お
金
を
稼

ぐ
こ
と
が
で
き
る
「
し
ご
と
」
で
あ
る
と
い
う
意
識
が
生

産
者
の
中
に
芽
生
え
る
な
ど
、
一
定
の
成
果
が
見
え
て
き

ま
し
た
。
今
後
は
、「
生
涯
活
躍
の
ま
ち
・
つ
る
事
業
」
と

も
連
携
を
図
り
、
気
軽
に
で
き
る
体
験
か
ら
、
生
業
ま
で

の
仕
組
み
を
つ
く
り
、
農
業
就
労
希
望
者
の
拡
大
を
図
っ

て
い
き
ま
す
。

③
『
教
育
首
都
つ
る
』
の
さ
ら
な
る
発
展

　
　
現
在
、
都
留
文
科
大
学
と
の
連
携
に
よ
り
、
授
業
の
補

助
や
放
課
後
学
習
支
援
を
行
う
学
生
ア
シ
ス
タ
ン
ト

テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
を
全
て
の
小
中
学
校
で
導
入
し
、
教
育
者

を
目
指
す
学
生
と
子
ど
も
た
ち
が
、
共
に
学
び
あ
う
こ
と

が
で
き
る
特
徴
的
な
事
業
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
今
後
は

さ
ら
に
満
足
度
の
高
い
結
果
を
得
る
た
め
に
、
総
合
的
な

見
直
し
に
着
手
し
て
い
き
ま
す
。

④
心
豊
か
に
暮
ら
せ
る
き
ら
め
き
の
ま
ち
づ
く
り

　
　
い
き
い
き
と
心
豊
か
に
暮
ら
せ
る
よ
う
に
、
ラ
イ
フ
ス

テ
ー
ジ
に
合
わ
せ
た
様
々
な
支
援
策
を
講
じ
て
お
り
ま
す
。

来
年
度
に
控
え
る
産
科
分
娩
の
再
開
の
ほ
か
、
健
康
長
寿

の
た
め
の
施
策
や
介
護
施
策
も
強
化
し
ま
す
。

　
　
ま
た
、
す
べ
て
の
市
民
や
関
係
機
関
、
そ
し
て
行
政
が

連
携
・
協
働
し
て
「
安
心
・
安
全
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
」

を
促
進
す
る
「
セ
ー
フ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」
の
取
り
組
み
も

進
め
ま
す
。

○
就
学
援
助
制
度
の
支
給
時
期
の
前
倒
し
及
び
支
給
額
の
改
定

　
　「
入
学
準
備
金
」
に
関
し
て
は
、
入
学
に
際
し
ラ
ン
ド
セ

ル
や
通
学
カ
バ
ン
、
制
服
や
体
操
着
な
ど
、
新
た
に
揃
え

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
況
が
あ
る
中
で
、
準
要
保
護
世
帯

の
保
護
者
の
経
済
的
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、
そ
の
支
給

時
期
を
入
学
前
の
3
月
に
前
倒
し
し
ま
す
。
支
給
金
額
も

国
基
準
と
同
額
に
改
定
し
平
成
30
年
4
月
入
学
時
か
ら
適

用
し
ま
す
。

○
「
首
都
圏
都
留
市
会
」
の
設
立

　
　
首
都
圏
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
山
梨
県
の
出
身
者
や
関
係

者
で
結
成
さ
れ
て
い
る
「
山
梨
県
人
会
連
合
会
」
は
、
2

年
後
の
平
成
31
年
に
創
立
70
周
年
を
迎
え
ま
す
。
ま
た
、

多
く
の
市
町
村
に
お
い
て
は
、
県
人
会
連
合
会
の
連
携
組

織
と
な
る
「
市
町
村
単
位
の
会
」
が
首
都
圏
で
結
成
さ
れ

て
お
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
山
梨
県
人
会
連

合
会
や
、
県
人
会
役
員
と
し
て
活
動
さ
れ
て
い
る
本
市
出

身
の
方
々
か
ら
、
山
梨
県
人
会
の
都
留
市
に
お
け
る
「
会
」

の
結
成
要
望
が
寄
せ
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
地
方
の
課
題
が

山
積
す
る
昨
今
、
本
市
と
首
都
圏
の
情
報
を
お
互
い
に
交

換
し
、
人
と
人
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
て
い
く
こ

と
が
、
私
た
ち
の
元
気
な
ふ
る
さ
と
都
留
の
実
現
に
つ
な

が
る
も
の
と
確
信
い
た
し
ま
す
。

　
　
首
都
圏
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
本
市
出
身
者
、
ま
た
本
市

に
ゆ
か
り
の
あ
る
方
々
と
都
留
市
民
が
と
も
に
手
を
携
え
、

お
互
い
の
情
報
を
積
極
的
に
交
換
し
親
睦
と
交
流
を
図
る

こ
と
に
よ
り
、
ふ
る
さ
と
都
留
市
の
さ
ら
な
る
発
展
に
寄

与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、「
首
都
圏
都
留
市
会
」
を
設

立
し
、
そ
れ
を
支
援
し
て
い
く
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。

平
成
29
年
12
月
定
例
会

お
も
な
事
業
内
容

市
長
の

市
長
の
所
信
表
明

所
信
表
明

「前期基本計画」（平成28年度～30年度）の最終年度である来年度は、重点的に取り組む
施策である「リーディング・プロジェクト」の４つの柱をさらに大きく展開し、次の「中
期基本計画」へと発展させます。

■第6次都留市長期総合計画（平成28年度～平成38年度）
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製
造
業
・
町

工
場
に
お
け
る
モ
ノ
の
開
発
促
進
や
異
業
種
連
携
を
含
む

新
た
な
産
業
の
創
出
、
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
の
導
入
活
用
な
ど

の
可
能
性
も
探
っ
て
い
き
た
い
。

②
農
林
産
物
直
売
所
（
道
の
駅
）
を
核
と
し
た
地
域
活
性
化

　
　「
道
の
駅
つ
る
」
の
オ
ー
プ
ン
以
降
、
農
業
は
お
金
を
稼

ぐ
こ
と
が
で
き
る
「
し
ご
と
」
で
あ
る
と
い
う
意
識
が
生

産
者
の
中
に
芽
生
え
る
な
ど
、
一
定
の
成
果
が
見
え
て
き

ま
し
た
。
今
後
は
、「
生
涯
活
躍
の
ま
ち
・
つ
る
事
業
」
と

も
連
携
を
図
り
、
気
軽
に
で
き
る
体
験
か
ら
、
生
業
ま
で

の
仕
組
み
を
つ
く
り
、
農
業
就
労
希
望
者
の
拡
大
を
図
っ

て
い
き
ま
す
。

③
『
教
育
首
都
つ
る
』
の
さ
ら
な
る
発
展

　
　
現
在
、
都
留
文
科
大
学
と
の
連
携
に
よ
り
、
授
業
の
補

助
や
放
課
後
学
習
支
援
を
行
う
学
生
ア
シ
ス
タ
ン
ト

テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
を
全
て
の
小
中
学
校
で
導
入
し
、
教
育
者

を
目
指
す
学
生
と
子
ど
も
た
ち
が
、
共
に
学
び
あ
う
こ
と

が
で
き
る
特
徴
的
な
事
業
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
今
後
は

さ
ら
に
満
足
度
の
高
い
結
果
を
得
る
た
め
に
、
総
合
的
な

見
直
し
に
着
手
し
て
い
き
ま
す
。

④
心
豊
か
に
暮
ら
せ
る
き
ら
め
き
の
ま
ち
づ
く
り

　
　
い
き
い
き
と
心
豊
か
に
暮
ら
せ
る
よ
う
に
、
ラ
イ
フ
ス

テ
ー
ジ
に
合
わ
せ
た
様
々
な
支
援
策
を
講
じ
て
お
り
ま
す
。

来
年
度
に
控
え
る
産
科
分
娩
の
再
開
の
ほ
か
、
健
康
長
寿

の
た
め
の
施
策
や
介
護
施
策
も
強
化
し
ま
す
。

　
　
ま
た
、
す
べ
て
の
市
民
や
関
係
機
関
、
そ
し
て
行
政
が

連
携
・
協
働
し
て
「
安
心
・
安
全
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
」

を
促
進
す
る
「
セ
ー
フ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」
の
取
り
組
み
も

進
め
ま
す
。

○
就
学
援
助
制
度
の
支
給
時
期
の
前
倒
し
及
び
支
給
額
の
改
定

　
　「
入
学
準
備
金
」
に
関
し
て
は
、
入
学
に
際
し
ラ
ン
ド
セ

ル
や
通
学
カ
バ
ン
、
制
服
や
体
操
着
な
ど
、
新
た
に
揃
え

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
況
が
あ
る
中
で
、
準
要
保
護
世
帯

の
保
護
者
の
経
済
的
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、
そ
の
支
給

時
期
を
入
学
前
の
3
月
に
前
倒
し
し
ま
す
。
支
給
金
額
も

国
基
準
と
同
額
に
改
定
し
平
成
30
年
4
月
入
学
時
か
ら
適

用
し
ま
す
。

○
「
首
都
圏
都
留
市
会
」
の
設
立

　
　
首
都
圏
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
山
梨
県
の
出
身
者
や
関
係

者
で
結
成
さ
れ
て
い
る
「
山
梨
県
人
会
連
合
会
」
は
、
2

年
後
の
平
成
31
年
に
創
立
70
周
年
を
迎
え
ま
す
。
ま
た
、

多
く
の
市
町
村
に
お
い
て
は
、
県
人
会
連
合
会
の
連
携
組

織
と
な
る
「
市
町
村
単
位
の
会
」
が
首
都
圏
で
結
成
さ
れ

て
お
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
山
梨
県
人
会
連

合
会
や
、
県
人
会
役
員
と
し
て
活
動
さ
れ
て
い
る
本
市
出

身
の
方
々
か
ら
、
山
梨
県
人
会
の
都
留
市
に
お
け
る
「
会
」

の
結
成
要
望
が
寄
せ
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
地
方
の
課
題
が

山
積
す
る
昨
今
、
本
市
と
首
都
圏
の
情
報
を
お
互
い
に
交

換
し
、
人
と
人
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
て
い
く
こ

と
が
、
私
た
ち
の
元
気
な
ふ
る
さ
と
都
留
の
実
現
に
つ
な

が
る
も
の
と
確
信
い
た
し
ま
す
。

　
　
首
都
圏
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
本
市
出
身
者
、
ま
た
本
市

に
ゆ
か
り
の
あ
る
方
々
と
都
留
市
民
が
と
も
に
手
を
携
え
、

お
互
い
の
情
報
を
積
極
的
に
交
換
し
親
睦
と
交
流
を
図
る

こ
と
に
よ
り
、
ふ
る
さ
と
都
留
市
の
さ
ら
な
る
発
展
に
寄

与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、「
首
都
圏
都
留
市
会
」
を
設

立
し
、
そ
れ
を
支
援
し
て
い
く
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。

平
成
29
年
12
月
定
例
会

お
も
な
事
業
内
容

市
長
の

市
長
の
所
信
表
明

所
信
表
明

「前期基本計画」（平成28年度～30年度）の最終年度である来年度は、重点的に取り組む
施策である「リーディング・プロジェクト」の４つの柱をさらに大きく展開し、次の「中
期基本計画」へと発展させます。

■第6次都留市長期総合計画（平成28年度～平成38年度）
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一 般 質 問
市政を問う！

単
独
型
と
複
合
型
居
住
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
と
の
違
い
は
。

下
谷
地
区
の
旧
雇
用
促
進
住
宅
を

活
用
し
、
事
業
者
が
サ
ー
ビ
ス
付

き
高
齢
者
向
け
住
宅
に
改
修
し
て
運
営

す
る
「
単
独
型
居
住
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

は
、
敷
地
内
で
サ
ー
ビ
ス
付
き
高
齢
者

向
け
住
宅
を
単
独
で
展
開
す
る
も
の
で

あ
る
。

　
ま
た
、
田
原
地
区
の
都
留
文
科
大
学

近
く
の
市
所
有
の
土
地
を
活
用
し
、

サ
ー
ビ
ス
付
き
高
齢
者
向
け
住
宅
の
み

で
な
く
、
複
数
の
施
設
整
備
と
運
営
を

す
る
「
複
合
型
居
住
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

は
、
居
住
施
設
が
複
合
的
に
展
開
さ
れ

る
も
の
で
あ
る
。

「
地
域
交
流
拠
点
施
設
」
と
は
ど

ん
な
施
設
か
。

管
理
・
運
営
に
つ
い
て
は
指
定
管

理
者
制
度
を
活
用
し
、
施
設
内
に

は
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
、
だ
れ
も

が
利
用
で
き
る
食
堂
や
様
々
な
イ
ベ
ン

ト
会
場
と
し
て
も
活
用
で
き
る
多
目
的

ホ
ー
ル
等
を
整
備
す
る
予
定
。
サ
ー
ビ

ス
付
き
高
齢
者
向
け
住
宅
の
居
住
者

が
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
一
員
と
な

る
機
会
を
多
く
得
ら
れ
る
よ
う
な
役
割

を
持
つ
も
の
で
あ
る
。

「
地
域
交
流
拠
点
施
設
」
は
、
複

合
型
居
住
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
も
設

置
す
る
の
か
。

大
学
の
教
員
や
学
生
と
入
居
者
、

さ
ら
に
は
地
域
の
方
々
と
交
流
で

き
る
施
設
と
し
て
、
そ
の
整
備
は
必
要

で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

入
居
し
た
交
通
弱
者
へ
の
対
応

は
。

「
単
独
型
居
住
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

で
は
、
谷
村
町
駅
と
「
道
の
駅
つ

る
」
を
往
復
す
る
路
線
バ
ス
が
住
宅
の

前
を
運
行
し
て
お
り
、
移
住
を
検
討
し

て
い
る
方
に
は
、
バ
ス
や
電
車
の
効
率

的
な
活
用
を
含
め
た
暮
ら
し
の
提
案
な

ど
も
し
て
い
る
。

　
今
後
は
、
市
内
循
環
バ
ス
な
ど
運
用

中
の
移
動
手
段
を
わ
か
り
や
す
く
周
知

し
な
が
ら
、
カ
ー
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
や
移

動
手
段
の
サ
ー
ビ
ス
事
業
な
ど
も
研
究

し
て
い
き
た
い
。

移
住
を
検
討
し
て
い
る
人
に
と
っ

て
都
留
市
を
選
ぶ
メ
リ
ッ
ト
は
。

わ
ず
か
片
道
80
分
で
都
心
ま
で
行

き
来
で
き
、
こ
れ
ま
で
の
友
人
関

係
な
ど
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
崩
す
こ

と
な
く
、
ゆ
っ
た
り
と
人
生
を
謳
歌
で

き
る
と
い
っ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　
ま
た
、「
大
学
連
携
型
」
と
し
て
の

取
組
を
進
め
て
い
る
本
市
に
は
「
ヒ
ト

づ
く
り
・
健
康
づ
く
り
・
モ
ノ
づ
く
り
」

に
か
か
る
3
つ
の
大
学
が
あ
る
こ
と
、

全
国
か
ら
集
ま
っ
た
学
生
が
市
内
に
居

住
し
て
お
り
、
若
い
世
代
と
も
交
流
し

な
が
ら
張
り
合
い
を
持
っ
て
日
常
生
活

を
送
れ
る
こ
と
か
ら
、
健
康
寿
命
の
延

伸
に
も
期
待
が
持
て
る
。

山本　美正 議員

問答

問答

問答

問答問答

　小
学
校
の
余
剰
時
数
は
主
に
総
合
の

時
間
で
使
わ
れ
て
い
る
。
他
市
町
村
で

は
こ
の
余
剰
時
数
を
利
用
し
て
、
特
色

あ
る
教
育
を
行
っ
て
い
る
。
都
留
市
の

学
校
で
は
英
語
特
区
で
あ
る
附
属
小
学

校
を
は
じ
め
教
育
首
都
と
し
て
、
特
色

あ
る
有
効
活
用
が
で
き
て
い
る
か
を
問

い
、
他
市
町
村
の
例
を
挙
げ
つ
つ
提
言

を
す
る
。

余
剰
時
数
と
は
。

標
準
時
数
を
行
っ
た
う
え
で
、
生

徒
の
理
解
度
の
低
い
授
業
の
補
て

ん
や
学
級
閉
鎖
時
の
振
替
を
行
っ
て
い

く
も
の
。

余
剰
時
数
の
現
状
の
利
用
方
法

は
。

読
み
聞
か
せ
の
グ
ル
ー
プ
を
招
い

て
の
「
読
み
聞
か
せ
会
」
や
親
善

音
楽
会
や
卒
業
式
に
向
け
て
の
合
唱
の

指
導
な
ど
が
あ
る
。

英
語
特
区
に
お
け
る
余
剰
時
数
の

現
状
の
利
用
方
法
は
。

週
一
時
間
【
英
語
科
】
の
授
業
を

行
っ
て
い
る
。

鹿
沼
み
な
み
小
で
は
、
特
別
支
援

教
育
の
推
進
と
し
て
こ
の
余
剰
時

数
を
利
用
し
、
3
年
生
以
降
も
全
生
徒

が
同
じ
ク
ラ
ス
で
授
業
に
参
加
す
る
環

境
が
で
き
て
い
た
が
、
本
市
で
は
こ
の

よ
う
な
利
用
方
法
は
考
え
て
い
る
か
。

余
剰
時
数
の
活
用
方
法
は
各
学
校

そ
れ
ぞ
れ
で
あ
る
が
、「
教
育
首

都
つ
る
」
を
推
進
し
て
い
く
た
め
に
、

ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
が
で
き
る
の

か
、
参
考
に
し
な
が
ら
、
今
後
検
討
し

て
い
き
た
い
。

　都
留
市
で
は
過
去
の
施
策
の
事
業
年

度
終
了
後
に
一
定
の
成
果
を
出
し
て
い

な
が
ら
も
活
用
を
せ
ず
負
の
遺
産
と

な
っ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。
そ
れ
ら

を
有
効
活
用
し
て
い
く
事
で
再
活
用
で

の
市
の
活
性
を
提
言
す
る
。

　例
と
し
て
、
小
水
力
発
電
の
当
時
と

現
状
の
把
握
と
比
較
を
し
、
今
後
の
活

用
方
法
の
計
画
の
有
無
を
問
う
。

一
例
と
し
て
小
水
力
発
電
施
設
を

あ
げ
る
が
、
現
在
訪
れ
る
方
は
。

今
年
度
資
料
を
提
供
し
た
件
数
は

9
件
で
、
概
算
で
約
1
0
0
名
の

来
訪
を
把
握
し
て
い
る
。

収
支
バ
ラ
ン
ス
は
と
れ
て
い
る

か
。

経
常
経
費
を
上
回
る
歳
入
が
あ
る

と
い
う
こ
と
で
、
財
政
負
担
の
軽

減
が
図
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
売
電
価

格
が
下
が
っ
た
と
し
て
も
優
位
性
は
保

持
で
き
る
。

来
訪
者
減
少
の
理
由
は
。

市
内
へ
の
宿
泊
、
飲
食
、
物
品
の

購
入
等
で
一
定
の
経
済
効
果
は

あ
っ
た
。
事
業
化
に
向
け
た
水
力
発
電

の
可
能
性
や
採
算
性
、
施
設
の
維
持
管

理
に
関
す
る
情
報
を
得
る
こ
と
が
大
き

な
目
的
で
あ
っ
た
。
現
在
に
お
い
て
は

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
対
す
る
価
格

等
の
見
直
し
な
ど
注
目
度
が
低
下
し
て

い
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

江
戸
初
期
文
化
の
残
る
都
留
市
で

は
、発
電
施
設
と
し
て
で
は
な
く
、

観
光
的
側
面
か
ら
の
活
用
も
考
え
ら
れ

な
い
か
。

谷
村
の
町
並
み
は
今
も
な
お
江
戸

時
代
の
お
も
か
げ
の
残
る
町
。
今

後
は
都
留
市
全
体
の
景
観
と
い
う
観
点

か
ら
関
係
各
課
と
検
討
し
て
い
く
。

小林　健太 議員

問答

問問問 答

問 問答

答答

問答 答問答

小水力発電施設「元気くん1号」

市
政
運
営
を
担
う「
長
期
総
合
計
画
」の

「
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
・プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」の
ひ
と
つ
で
あ
る

「
生
涯
活
躍
の
ま
ち
事
業
」を
問
う

小
学
校
の

余
剰
時
数
の
有
効
活
用
を
問
う

過
去
の
施
策
の
活
用
を

問
う

一 般 質 問
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一 般 質 問
市政を問う！

単
独
型
と
複
合
型
居
住
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
と
の
違
い
は
。

下
谷
地
区
の
旧
雇
用
促
進
住
宅
を

活
用
し
、
事
業
者
が
サ
ー
ビ
ス
付

き
高
齢
者
向
け
住
宅
に
改
修
し
て
運
営

す
る
「
単
独
型
居
住
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

は
、
敷
地
内
で
サ
ー
ビ
ス
付
き
高
齢
者

向
け
住
宅
を
単
独
で
展
開
す
る
も
の
で

あ
る
。

　
ま
た
、
田
原
地
区
の
都
留
文
科
大
学

近
く
の
市
所
有
の
土
地
を
活
用
し
、

サ
ー
ビ
ス
付
き
高
齢
者
向
け
住
宅
の
み

で
な
く
、
複
数
の
施
設
整
備
と
運
営
を

す
る
「
複
合
型
居
住
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

は
、
居
住
施
設
が
複
合
的
に
展
開
さ
れ

る
も
の
で
あ
る
。

「
地
域
交
流
拠
点
施
設
」
と
は
ど

ん
な
施
設
か
。

管
理
・
運
営
に
つ
い
て
は
指
定
管

理
者
制
度
を
活
用
し
、
施
設
内
に

は
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
、
だ
れ
も

が
利
用
で
き
る
食
堂
や
様
々
な
イ
ベ
ン

ト
会
場
と
し
て
も
活
用
で
き
る
多
目
的

ホ
ー
ル
等
を
整
備
す
る
予
定
。
サ
ー
ビ

ス
付
き
高
齢
者
向
け
住
宅
の
居
住
者

が
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
一
員
と
な

る
機
会
を
多
く
得
ら
れ
る
よ
う
な
役
割

を
持
つ
も
の
で
あ
る
。

「
地
域
交
流
拠
点
施
設
」
は
、
複

合
型
居
住
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
も
設

置
す
る
の
か
。

大
学
の
教
員
や
学
生
と
入
居
者
、

さ
ら
に
は
地
域
の
方
々
と
交
流
で

き
る
施
設
と
し
て
、
そ
の
整
備
は
必
要

で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

入
居
し
た
交
通
弱
者
へ
の
対
応

は
。

「
単
独
型
居
住
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

で
は
、
谷
村
町
駅
と
「
道
の
駅
つ

る
」
を
往
復
す
る
路
線
バ
ス
が
住
宅
の

前
を
運
行
し
て
お
り
、
移
住
を
検
討
し

て
い
る
方
に
は
、
バ
ス
や
電
車
の
効
率

的
な
活
用
を
含
め
た
暮
ら
し
の
提
案
な

ど
も
し
て
い
る
。

　
今
後
は
、
市
内
循
環
バ
ス
な
ど
運
用

中
の
移
動
手
段
を
わ
か
り
や
す
く
周
知

し
な
が
ら
、
カ
ー
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
や
移

動
手
段
の
サ
ー
ビ
ス
事
業
な
ど
も
研
究

し
て
い
き
た
い
。

移
住
を
検
討
し
て
い
る
人
に
と
っ

て
都
留
市
を
選
ぶ
メ
リ
ッ
ト
は
。

わ
ず
か
片
道
80
分
で
都
心
ま
で
行

き
来
で
き
、
こ
れ
ま
で
の
友
人
関

係
な
ど
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
崩
す
こ

と
な
く
、
ゆ
っ
た
り
と
人
生
を
謳
歌
で

き
る
と
い
っ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　
ま
た
、「
大
学
連
携
型
」
と
し
て
の

取
組
を
進
め
て
い
る
本
市
に
は
「
ヒ
ト

づ
く
り
・
健
康
づ
く
り
・
モ
ノ
づ
く
り
」

に
か
か
る
3
つ
の
大
学
が
あ
る
こ
と
、

全
国
か
ら
集
ま
っ
た
学
生
が
市
内
に
居

住
し
て
お
り
、
若
い
世
代
と
も
交
流
し

な
が
ら
張
り
合
い
を
持
っ
て
日
常
生
活

を
送
れ
る
こ
と
か
ら
、
健
康
寿
命
の
延

伸
に
も
期
待
が
持
て
る
。

山本　美正 議員

問答

問答

問答

問答問答

　小
学
校
の
余
剰
時
数
は
主
に
総
合
の

時
間
で
使
わ
れ
て
い
る
。
他
市
町
村
で

は
こ
の
余
剰
時
数
を
利
用
し
て
、
特
色

あ
る
教
育
を
行
っ
て
い
る
。
都
留
市
の

学
校
で
は
英
語
特
区
で
あ
る
附
属
小
学

校
を
は
じ
め
教
育
首
都
と
し
て
、
特
色

あ
る
有
効
活
用
が
で
き
て
い
る
か
を
問

い
、
他
市
町
村
の
例
を
挙
げ
つ
つ
提
言

を
す
る
。

余
剰
時
数
と
は
。

標
準
時
数
を
行
っ
た
う
え
で
、
生

徒
の
理
解
度
の
低
い
授
業
の
補
て

ん
や
学
級
閉
鎖
時
の
振
替
を
行
っ
て
い

く
も
の
。

余
剰
時
数
の
現
状
の
利
用
方
法

は
。

読
み
聞
か
せ
の
グ
ル
ー
プ
を
招
い

て
の
「
読
み
聞
か
せ
会
」
や
親
善

音
楽
会
や
卒
業
式
に
向
け
て
の
合
唱
の

指
導
な
ど
が
あ
る
。

英
語
特
区
に
お
け
る
余
剰
時
数
の

現
状
の
利
用
方
法
は
。

週
一
時
間
【
英
語
科
】
の
授
業
を

行
っ
て
い
る
。

鹿
沼
み
な
み
小
で
は
、
特
別
支
援

教
育
の
推
進
と
し
て
こ
の
余
剰
時

数
を
利
用
し
、
3
年
生
以
降
も
全
生
徒

が
同
じ
ク
ラ
ス
で
授
業
に
参
加
す
る
環

境
が
で
き
て
い
た
が
、
本
市
で
は
こ
の

よ
う
な
利
用
方
法
は
考
え
て
い
る
か
。

余
剰
時
数
の
活
用
方
法
は
各
学
校

そ
れ
ぞ
れ
で
あ
る
が
、「
教
育
首

都
つ
る
」
を
推
進
し
て
い
く
た
め
に
、

ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
が
で
き
る
の

か
、
参
考
に
し
な
が
ら
、
今
後
検
討
し

て
い
き
た
い
。

　都
留
市
で
は
過
去
の
施
策
の
事
業
年

度
終
了
後
に
一
定
の
成
果
を
出
し
て
い

な
が
ら
も
活
用
を
せ
ず
負
の
遺
産
と

な
っ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。
そ
れ
ら

を
有
効
活
用
し
て
い
く
事
で
再
活
用
で

の
市
の
活
性
を
提
言
す
る
。

　例
と
し
て
、
小
水
力
発
電
の
当
時
と

現
状
の
把
握
と
比
較
を
し
、
今
後
の
活

用
方
法
の
計
画
の
有
無
を
問
う
。

一
例
と
し
て
小
水
力
発
電
施
設
を

あ
げ
る
が
、
現
在
訪
れ
る
方
は
。

今
年
度
資
料
を
提
供
し
た
件
数
は

9
件
で
、
概
算
で
約
1
0
0
名
の

来
訪
を
把
握
し
て
い
る
。

収
支
バ
ラ
ン
ス
は
と
れ
て
い
る

か
。

経
常
経
費
を
上
回
る
歳
入
が
あ
る

と
い
う
こ
と
で
、
財
政
負
担
の
軽

減
が
図
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
売
電
価

格
が
下
が
っ
た
と
し
て
も
優
位
性
は
保

持
で
き
る
。

来
訪
者
減
少
の
理
由
は
。

市
内
へ
の
宿
泊
、
飲
食
、
物
品
の

購
入
等
で
一
定
の
経
済
効
果
は

あ
っ
た
。
事
業
化
に
向
け
た
水
力
発
電

の
可
能
性
や
採
算
性
、
施
設
の
維
持
管

理
に
関
す
る
情
報
を
得
る
こ
と
が
大
き

な
目
的
で
あ
っ
た
。
現
在
に
お
い
て
は

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
対
す
る
価
格

等
の
見
直
し
な
ど
注
目
度
が
低
下
し
て

い
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

江
戸
初
期
文
化
の
残
る
都
留
市
で

は
、発
電
施
設
と
し
て
で
は
な
く
、

観
光
的
側
面
か
ら
の
活
用
も
考
え
ら
れ

な
い
か
。

谷
村
の
町
並
み
は
今
も
な
お
江
戸

時
代
の
お
も
か
げ
の
残
る
町
。
今

後
は
都
留
市
全
体
の
景
観
と
い
う
観
点

か
ら
関
係
各
課
と
検
討
し
て
い
く
。

小林　健太 議員

問答

問問問 答

問 問答

答答

問答 答問答

小水力発電施設「元気くん1号」

市
政
運
営
を
担
う「
長
期
総
合
計
画
」の

「
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
・プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」の
ひ
と
つ
で
あ
る

「
生
涯
活
躍
の
ま
ち
事
業
」を
問
う

小
学
校
の

余
剰
時
数
の
有
効
活
用
を
問
う

過
去
の
施
策
の
活
用
を

問
う

一 般 質 問
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市政を問う！ 一 般 質 問

「
道
の
駅
つ
る
」
の
整
備
に
よ
る

農
家
へ
の
波
及
効
果
、
ま
た
、
そ

の
運
営
状
況
は
。

「
道
の
駅
つ
る
」
へ
出
荷
す
る
農

家
の
作
付
け
意
欲
の
向
上
に
よ
る

営
農
の
規
模
拡
大
の
た
め
、
市
内
で
約

5
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
農
地
の
貸
し
借
り
の

た
め
の
権
利
設
定
が
成
立
し
て
い
る
。

ま
た
、
出
荷
者
の
生
き
が
い
づ
く
り
の

場
を
提
供
す
る
役
割
も
果
た
し
て
い

る
。

　
運
営
状
況
に
つ
い
て
は
、
オ
ー
プ
ン

か
ら
1
年
間
の
来
場
者
は
約
70
万
人
、

売
上
額
は
約
2
億
6
千
万
円
と
報
告
を

受
け
て
い
る
。

農
林
産
物
を
ど
の
よ
う
に
ブ
ラ
ン

ド
化
し
て
い
く
の
か
。

都
留
に
し
か
な
い
「
モ
ノ
」
に
、

よ
り
磨
き
を
か
け
て
市
内
外
に
発

信
し
、
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
定
着
さ
せ
て

い
く
こ
と
を
目
指
し
て
い
く
。

６
次
産
業
化
推
進
の
優
良
事
例

は
。

市
内
の
農
業
生
産
法
人
が
製
造
・

販
売
し
て
い
る
、
都
留
市
産
の
野
菜
を

利
用
し
た
ジ
ェ
ラ
ー
ト
は
、
県
及
び
本

市
の
補
助
事
業
を
活
用
し
、
施
設
等
の

整
備
を
行
っ
た
も
の
で
、
大
変
好
評
で

あ
り
、「
道
の
駅
つ
る
」
の
売
り
上
げ

の
大
き
な
柱
に
も
な
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
こ
の
他
に
も
こ
ん
に
ゃ
く
、

漬
物
、
米
粉
パ
ン
な
ど
の
６
次
産
業
化

の
商
品
も
好
評
を
い
た
だ
い
て
い
る
。

外
国
人
観
光
客
誘
致
へ
の
取
り
組
み

は
。

平
成
28
年
度
よ
り
「
関
東
観
光
連

絡
協
議
会
」
に
加
入
し
、
八
王
子

市
、あ
き
る
野
市
、相
模
原
市
、大
月
市
、

都
留
市
の
5
市
に
お
い
て
広
域
的
に
連

携
す
る
中
で
、
2
0
1
9
年
の
ラ
グ

ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
や
2
0
2
0
年

の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
に
訪
れ
る
外
国
人
観
光
客
の
誘

致
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
今
年
度
は
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
事
業
と

し
て
、「
外
国
人
観
光
客
の
市
場
調
査
」、

「
外
国
人
向
け
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
」
の

実
施
を
予
定
し
て
お
り
、
観
光
に
対
す

る
外
国
人
の
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、「
都

留
市
観
光
戦
略
」
に
反
映
し
て
い
く
。

　
今
後
は
、
民
間
で
行
っ
て
い
る
民
泊

事
業
者
等
と
連
携
し
た
外
国
人
観
光
客

の
誘
致
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

お
も
て
な
し
交
流
へ
の
取
り
組
み
は
。

観
光
振
興
の
目
的
は
「
地
域
経
済

の
活
性
化
を
図
る
」
こ
と
だ
と
考

え
る
。
そ
の
た
め
に
、
市
民
に
も

観
光
に
対
す
る
理
解
と
観
光
客
に

対
す
る
「
お
も
て
な
し
の
心
」
を
養
っ

て
い
た
だ
け
る
よ
う
「
観
光
ホ
ス
ピ
タ

リ
テ
ィ
講
座
」
を
行
っ
て
き
た
。

　
今
後
も
、
市
民
の
み
な
ら
ず
、
観
光

に
携
わ
る
事
業
者
の
方
に
対
し
て
も
、

観
光
意
識
の
醸
成
と
な
る
よ
う
な
講
座

や
研
修
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

道の駅つるで販売している野菜ジェラート

鈴木　孝昌 議員

問答

問答問問 答答

問答

認
知
症
高
齢
者
の
現
状
や
こ
れ
ま

で
の
チ
ー
ム
の
活
動
状
況
は
。

平
成
29
年
4
月
現
在
、
65
歳
以
上

の
高
齢
者
の
一
割
以
上
と
な
る

8
6
7
人
が
認
知
症
と
診
断
さ
れ
、
75

歳
以
上
で
は
8
1
9
人
と
、
実
に
5
人

に
1
人
の
方
が
認
知
症
を
患
っ
て
い

る
。

　
昨
年
10
月
か
ら
活
動
し
て
い
る
「
認

知
症
初
期
集
中
支
援
チ
ー
ム
」
は
、
認

知
症
サ
ポ
ー
ト
医
、
保
健
師
、
社
会
福

祉
士
、
介
護
支
援
専
門
員
か
ら
な
り
、

月
に
一
度
「
認
知
症
初
期
集
中
支
援

チ
ー
ム
員
会
議
」
を
行
い
、
こ
れ
ま
で

10
名
以
上
の
方
に
つ
い
て
支
援
方
法
等

の
検
討
を
行
っ
て
き
た
。
こ
の
う
ち
2

名
の
方
は
、
チ
ー
ム
の
支
援
に
よ
り
医

療
機
関
へ
の
受
診
に
つ
な
が
り
、
現
在

は
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
、
安

定
し
た
日
常
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き

て
い
る
。

特
別
支
援
学
級
等
の
現
状
と
、
そ

の
成
果
と
課
題
を
ど
の
よ
う
に
捉

え
て
い
る
か
。

特
別
支
援
学
級
の
設
置
状
況
は
、

5
小
学
校
に
9
学
級
、
3
中
学
校

に
7
学
級
設
置
し
て
お
り
、
障
が
い
の

別
で
は
、
情
緒
障
が
い
学
級
が
8
ク
ラ

ス
、
知
的
障
が
い
学
級
が
7
ク
ラ
ス
、

肢
体
不
自
由
学
級
が
1
ク
ラ
ス
、
合
計

32
名
の
児
童
、
生
徒
が
在
籍
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
谷
村
第
一
小
学
校
に
設
置
し

て
い
る
「
言
語
障
が
い
、
発
達
障
が
い
・

情
緒
障
が
い
通
級
指
導
教
室
」
に
は
、

市
内
よ
り
33
名
の
児
童
が
通
級
し
て
い

る
。

　
一
方
、「
通
常
学
級
」
に
お
い
て
支

援
の
必
要
な
児
童
に
対
し
て
は
、
市
費

負
担
の「
支
援
員
」に
よ
り
対
応
を
行
っ

て
お
り
、
平
成
29
年
度
は
、
16
名
の
支

援
員
を
そ
れ
ぞ
れ
必
要
に
応
じ
て
各
学

校
に
配
置
し
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
の
成
果
と
し
て
、「
特
別
支

援
学
級
」
で
は
、
少
人
数
の
た
め
、
一

人
ひ
と
り
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
き
め

細
か
い
支
援
が
で
き
て
い
る
こ
と
、
教

室
内
は
安
全
面
が
確
保
さ
れ
、
学
習
に

集
中
し
や
す
い
よ
う
環
境
面
に
お
い
て

も
配
慮
さ
れ
て
お
り
、
落
ち
着
い
て
学

習
に
取
り
組
め
る
こ
と
、
ま
た
、
支
援

員
を
配
置
す
る
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
ク

ラ
ス
全
体
の
児
童
の
学
習
効
率
が
上

が
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ

る
。

　
次
に
課
題
と
し
て
は
、
県
内
の
発
達

障
が
い
の
可
能
性
の
あ
る
児
童
生
徒
数

が
増
加
傾
向
に
あ
り
、
市
独
自
で
検
査

を
行
っ
て
ほ
し
い
と
県
か
ら
の
要
請
が

あ
る
中
で
、
市
内
で
検
査
を
行
え
る
教

員
が
少
な
い
こ
と
、
障
が
い
が
あ
る
こ

と
に
対
し
て
受
容
で
き
ず
、
保
護
者
の

理
解
を
得
る
こ
と
が
難
し
い
場
合
が
あ

る
こ
と
、
な
ど
が
あ
る
。

小俣　義之 議員

問答

問答

農
林
産
物
直
売
所（
道
の
駅
）を

核
と
し
た
地
域
活
性
化
を
問
う

観
光
振
興
に

つ
い
て
問
う

認
知
症
初
期
集
中
支
援
チ
ー
ム
の

活
動
を
問
う

発
育
に
障
が
い
の
あ
る
児
童
に

対
す
る
教
育
に
つ
い
て
問
う




